































1巻，第 2 巻を『婦人のための歴史年鑑』の 1791 年版に，第 3 巻を 1792




しい。例えば，彼の友人ケルナーあての 1791 年 1 月 12 日付の手紙には，「あ
る悲劇のプランが頭の中をまた去来しています」4）という文章があり，更に










































































ルナーに伝えたのは，ようやく 1796 年 3 月 21 日付の手紙10）においてであっ
た。そのようにして，シラーは，1796 年 10 月 22 日のカレンダーに，はじ
めて『ヴァレンシュタイン』に着手した旨を書き留めることができた11）。作




























































































































































































































































































































































































ていた。そういうわけで，彼は，1792 年 1 月には『悲劇的対象における満
足の原因について』を『タリーア』誌 1792 年版第 1号に，同年 3月には『悲
劇芸術について』を『新タリーア』誌第 2号に矢継ぎ早に発表した。その他
にも『崇高について Vom Erhabenen』を 1793 年に，『激情的なものについて』
































































































































































































ヴィルペルト編著『シラー年表』に記載されている47）。シラーが 1797 年 6
月上旬に物語詩の制作を開始したのも，詩的表現の一層の琢磨のためのゲー
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